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山門水源の森を次の
世代に引き継ぐ会

念願の北部湿原灌木帯の湿原復元への通水作業を終えてのランチタイム（08/12/13）
12 月 13 日この時期としては珍しい好天のもと、北部湿原通水作業を実施しました。自然に人為的
行為を加えるということについては随分悩みましたが、過去の当地の状況を調べるにつれ、既に 1960
年代に一部の工事がなされていることがわかり本格的な復元作業を行うことになりました。期せずし
て今回の通水作業中にかつての工事に使用された重機の部品が出土し、本会の考え方が間違いで
なかったことが証明されたのも一つの成果でした。
リュウキュウマメガキ】のこと

かねてよりその葉の形状からカキの仲間かと見て見ぬふ
りをしていたのだが、森会員に調べてもらったところリュウ
キュウマメガキと判明。今年は見事に果実を付けた。そこ
でインターネットで検索してみると、間違った情報も含めて
様々。牧野植物図鑑では、「雌雄同株・果実は食用には
ならないが材は硬く工芸材となる」とある。がインターネッ
トでは、本種の別名をシナノガキという（牧野では、マメ
ガキをシナノガキともいうとある）とか、有毒である、柿渋
の原料（牧野では、柿渋の原料はマメガキとある、もっと
も柿渋は普通の渋柿も使う地域があるのだが）、雌雄別株
というのもある。ここまでくると編集子のような素人には太

沢山実ったリュウキュウマメガキ（ 08/11/25）刀打ちできない。ど
なたか整理して頂けませ
んか？？

2008 年の初雪は、2007
年の同日 11 月 18 日から
19 日にかけてにな りまし
たが、本格的積雪は 20
日となり湿原で 6 ㎝でし
た。が根雪とならずその
後も本格的な降雪はあり
ませんでしたが、紅葉は

2007 年より 1 週間早まりました。
初積雪（08/11/21） 完全落葉（08/12/10）
「 山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会」 http://www.digitalsolution.co.jp/nature/yamakado/

http://www.digitalsolution.co.jp/nature/yamakado/
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今年もササユリの保全活動は、5 月 11 日の「ササユリ発芽地
点調査」から始まり、12 月 10 日の資材完全撤収で終了しました。
この間全ての個体の生育状況が異なるため、１つの作業も何日

ササユリ発芽地点調査（08/05/11） 獣害防止金網設置（08/05/28） 金網内で開花（08/06/09）

開花株から金網除去（08/06/06） 金網除去後の状況（8/06/07） 果実形成期の金網再設置（08/06/15）

果実の充実期（08/09/01） 果実・球根ともに獣害（08/10/02） 果実完熟（08/10/31）

果実採取（08/10/21） 果実採取地点に播種（08/11/24） 資材撤収（08/12/02）
にもわたるためその労力は言葉以上のものがありました。が生育状況を観察することでササユリのい
ろいろな性質を学べるというチャンスにも恵まれました。現地で「播種」という作業は、今年初めて
の試みです。目的は種子の自然飛散による発芽より、発芽率を上げ株数を増やすことで、将来的に
は金網設置等の労力が削減できないかという試みです。採取地点周辺に播種したのは、遺伝子のこ
とを考慮してのことです。

本会の活動が本格化する以前に、湿
原からの盗掘が続き、 20 株前後まで減

少（これは生物学的には絶滅に値する）した植
物があります。2006 年「滋賀県農業技術振興
センター先端端技術開発部」に相談をしたとこ
ろ「協力しよう」ということになり、 2007 年採取
した種子を培養して頂きました。今植え替えの
時期を迎え、技術指導を受けながら近成・中野
会員が植え替え作業に従事して貰っています。

技術講習風景 成否は運任せ的なところがあります。 植え替え完了の貴重種（08/12/01）
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